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反射データからWilSOn合成による対f糾1心の南無を検討した｡ 弼渦度であまり明確な勤 咽 られ
なかった.
室温相の捕道の空間桝は他の硫安系の物男のH(lIOrml)相と同じPmcnと仮定し､また低温相の隅遇の
空間耶はPtbCnとPZlclの両方を仮達して捕遥解析をrTった｡
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解析は初期値としてCsLiSO4(潟湖奄相､Ppcn)の原子睦樺を用い最小二乗法を持った.
しかし原子座標の適当さを示すR-因子の値が破くフJJェ缶成を傾糾した結果､酸素原子のL,il直が
AA'DX4タイフ●の位蔽ではなくA･zBXJタイプのlIL掛 こあり､またこの結晶はA2BXrA'2DX4タイプの脆品で
あることがわかった｡新たにパラメーターとしてX,a,β(a+β=2X.0≦a≦1,0≦β≦1)を祥入し郎
折を進めた｡
この結晶の組蛾式は
(cS卜XRbx)2SO4,A(I)Slte:CsX(I-α)+Rbxα A(‖)site:CSX(1-β)+RbXP
となり､城々の扱っている結晶は X,0.85,α:0.76,〟:0.94,すなわち
(Cs.).15Rbo.85)i訓4 A(1)$lteCs:0.24 RtI:0.76,A(I)siteCs:0.06Rb･.0.94
という削合で柑イオンが弼サイトに配鼓された脱晶であることが結晶捕追解析によってわかった.R-
taT･は重渦の耶I庁ではR,0.071,低温の脚 rでは空問群をP21Cnとした場合はfZ=0.063,Ppcnとした場合は
R:0.068となった｡
相好による名原子の原子吐摺､渦度因子の値､硫燕(S)と酸素(o(1).0(2),0(3))との結合距離 ･措合
角や原子鹿樺､浪加勾子を用いた単位胞の図からSO4'1-4両件イオンは董海相において蹄映関係で正四
耐本になっているのが抵渦48では回転的に変虹し続映関係が消失すると共に並みを受けている｡
･格子定数の渦度変化
量泊から-80℃の温度手駒 で渦度10℃転に格子発散の糊密洲走を行った｡ 20≧50●の25樹のブラ
ッグ反射の20を使い最小二乗掛 こより格子定数a.b,Cを求めた(a:β=γ≡90●国産).
その結果､T!-50℃で各軸に小さな典常が観測された｡
93考薪
結晶は追脚 rの結果よりCsRt応0一はAATDX4タイプのは遥ではなくA2t)XrA'2朋一タイプの汎熟で結晶I待
遇はA2DX4タイプであることがわかった｡これはA,A'イオン準経がそれぞれRbl:I.49A,Csl:1.69Aで
あり､いままで研究されているAA'tlX4タイプのRbLiSO㌔,CsLifX)4等に比べて搾イオンの大きさに差が
ないため混晶になっていると思われる.
一般にAA'BX4タイプはI脚孟f鼻する際の結晶l鮎塾の変化は､高祖的(滞綿花棚Iでdlsorderしていた
so42-哨 †本イオンのorderingとA.A'ィオンの微小変馴こ伴う変化であるといわれている.しかしなが
ら今回の結晶では帽イオンの変位は非常に小さく､また重削I日高削t])ではSO42一四耐本.イオンの
di,sorderは統御されていない｡この拘賞は高渦柑Pmcnから低温柑F'2Icmへと対称心力,'消失する柑If.f多が
起きていると判断できる,J1､このときSOJ2-四耐木イオンは桓髄的変位と柑 こ歪みを受けている.柑転
相･点で格子定数の変化に小さな弗常は統御されている｡
今後､寸t挿孟f多指皮付近での丹念な結晶l荷造脚 rにより･m転fg･の機肘が明らかになると思われる.
また､いろいろな削合(X,α,β)の混晶を作り1mt･嘉男確率等の洲走を行い板持点の変化を網べたり､
また紹晶f河道脈打から各サイトの帽イオンの投別やS0-2-4鮒本イオンのdlstTrdor等を粥べる必要があ
ると思われる｡
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